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本説明では風力発電機の最適な設置条件のヒントになる情報をお話し

ます。第一部：平均風速の考え方 ,第二部：貴方の家の環境、の二部

に別れて説明されています。 
 
第一部：平均風速について： 
 
さて 貴方は風力発電機を設置したいと心に決めました。貴方の場所

は一年を通じ風は十分吹いていると核心しています。そのエネルギー

を見逃す手は無いと考えました。 
 
 
が、発電機は本当にその真価を発揮すると 
言い切れますでしょうか？風力は十分でど 
こから吹いてくるのかどうやって調べられ 
ましたか？例えその条件が満たされたとし 
て、ではどの場所が鉄塔の設置に適してい 
るのかご存知でしょうか？ 
 
必要道具類 
 
常識的な回答であれば、貴方の発電機がそ 
の真価を発揮するかどうか、一、二年かけ 
貴方の場所の風の速度を調査しなければな 
らない！ 
家庭用の風力発電機の設置の場合この考え 
方は馬鹿げています。太陽発電パネルの設 
置業者は決して太陽光の照射記録は測定し 
ていません。で、何故風力に必要とされる 
のですか？ 
実際のところ、太陽パネルの業者は設置基 
準に関する, 補助となる色々な道具（資 
料）を持っているのです。同じことを風力 
発電に適応出来るのです。 
 
適切な場所とその場所での発電量の推測の 
為に貴方の場所での以下の情報収集が大き 
な助けとなります。 
 
 
 

＊ 一年の平均風速 
＊ 主流となる風方向 
＊ 貴方の場所での建物、植物 
＊ 地表の平坦度 
＊ 得られた電力の貯蓄方法 
今行なう事は貴方が得られる自然環境を量 
的表現で把握する事です。それさえ出来れ 
ば後は微調整し貴方の場所に適した条件を 
見出せるのです。ここから、上記に述べた 
道具を個々に分析し、どうやって活用でき 
るか、に入ります。 
 
オプション 
 
最初に、電気をどこに貯蔵するかの観点か 
らに触れます。（これが一番簡単でもあり 
ます） 
もし家庭に電気が配電されているのであれ 
ば、売電方式をお考え下さい（日本の場合 
規制が多くほぼ実現できていない）。既に 
ある電気会社のラインに直結する事は高価 
な消耗品としての蓄電池の投資を防止でき 
ます。電気会社は、風が有効に吹いている 
期間の電力を買い上げてくれます。風がや 
めば、今まで売ったものから、返してもら 
えるのです。この場合貴方の消費電力が自 
然エネルギーでどこまで相殺できるかの計 
算となりますが、一週間などの短期間で考 
えず、長期間の考察が必要です。 



 
もし貴方の場所に電力会社のサービスが到 
達していないような場所で蓄電池に頼って 
生活されていらっしゃるのならば、電力会 
社の低額料金には負けますが風力の応用し 
か残されていません。同時にその様な場所 
でのディーゼルやガスを利用した何十年に 
渡る自家発電システムより風力のほうがは 
るかに低額となりえます。 
 
もし売電をお考えの場合 4.4m/sec の年間標 
準風速が自家発電のメリットの分岐点で 
す。それ以下の場合電力会社から購入する 
ほうがあらゆる点で勝っています。しかし 
電力配電がこない場所では平均風速が 
4-3.5m/sec でも立派な役割を果たします。 
ここで大切な事はこの風速は羽根の高さの 
場所での風速なのです。ですから、大きな 
質問はどういう方法で羽根の高さでの風速 
をどのようにして得られるか？です。 
 
 
なにを言いたいの？ 
 
実際貴方の場所での年間平均風速を決定す 
る事は困難で、高価な作業で、時間のかか 
る事です。しかし、貴方は、最初に言った 
じゃないですか。年間を通じで実測するの 
は馬鹿げた事と言われたでしょう。どうな 
っているの？ 
 
回答はこうです。貴方の場所での年間平均 
風速を知る事は非常に必要なことには間違 
いないのです。しかし緻密に測定する必要 
はないのです。実際ウインドファームを建 
設するのではないのです。従って、実際の 
羽根の高さでの風速を数年に渡りモニター 
する必要はありません。では、どうやって 
このつかみ所の無い平均風速値を得る事が 
出来るのでしょうか。方法は推察です。笑 
わないで！。実際このやり方は過去から行 
われ有効で、ほとんど間違いがないので 
す。目的は貴方の場所での大まかな年間平 
均風速なのです。これから私が実際行なっ 
た方法をお教えします。それに従い貴方が 
行なえば間違いはありません。 
 
 
 
 

 
経験からの知恵 
 
私の農家をウイスコンシンに移住した時、 
風がふんだんに吹いていたので、風力発電 
機の利用を調査する事にしました。過去か 
らの言い伝えでは：この場所での、空港と 
気象局のデーターの調査から始めよ：で 
す。56km 離れているグリーンベイ空港で 
の年間平均風速データーは 4m/sec で電力 
会社から購入するほうがはるかに有利との 
考えでした。 
 
エンドウ豆を一年に 4 回（実際花を咲し続 
けてくれたのですか）植え替えた後で、ご 
近所の方に風力発電について意見を伺う事 
が出来ました。1930-40 年代に発電機があ 
ったと思い出される方がいました。彼らの 
記憶では第二次大戦後大手電力会社が配電 
を始めると急速に風力発電機の塔は消えた 
そうです。その冬は、大雪に見舞われ雪か 
き作業に明け暮れました。この場所は学校 
バスの足の確保と牛乳出荷（実際農場地域 
なので）の為に、一日の大半を雪かきにあ 
てねばならない場所と最後には気づきまし 
た。 
 
これら、風と自然現象との戦いの経験から 
3 年後再度年間平均風速を調査する事とな 
りました。空港と気象庁のデーターは相変 
わらず 4m/sec のデーターしか得られませ 
んでしたが、我々の試験では 30 メーター 
高さの風速はなんと 5.8m/sec の実測で、こ 
れは完全に利用に適することが判明しまし 
た。では一体知恵とはなんだったのでしょ 
うか？ 
 
 
気づかない現象 
 
身の回りの自然現象から多くの有効なヒン 
トが発信されていますが、我々はそのヒン 
トに気づかないのです。最初の大切なポイ 
ントは我々の勘です。非科学的な表現は 
認めますが、貴方の洗濯さおを吹き抜ける 
そよ風を無視した事はあるでしょうか？ 
 
次に気づいたのは吹き寄せられる雪の現象 
でした。 



我々は多くの時間を交通確保の為の道路雪 
かきに費やしました。この地方のほかの場 
所ではゴミ、汚れ物､砂、草木類の乾燥ゴ 
ミなどの吹き溜まりの排除が主なる任務と 
なっていました。 
 
三番目は先人達の言い伝えの収集作業でし 
た。ここで生活を長年経験した人々の経験 
話は我々のような新人には聞いた事の無い 
環境の変化の話がありました。 
 
四番目はこの地域での草木の特異性です。 
この話は後で詳しく説明します。 
 
結果私たちは専門家が収集したデーターを 
最後の判断基準として利用する多くの方が 
たと同じ過ちを犯したことに気づいたので 
す。実際は風力発電に適していたのに！ 
 
決め付けは失敗の源です。 
 
間違いの原因は、空港や気象局の場所が私 
の場所と同じであって、彼らのデーターは 
絶対正しいと言う無条件的盲信から始まっ 
ています。気象局の測定個所は人々が住む 
通りの少し上の位置で計測している事に気 
づきました。測定場所は実際の風力発電機 
が好む地表 20-30 メーター上でないのです 
それ以上に地表の邪魔者による風速の低下 
はその高さでは減衰する事が無かったので 
す。空港の情報も制限あるデーターでし 
た。空港が設けられる場所は飛行機の離発 
着に邪魔な風の影響が無い場所だったので 
す。空港の選定は風の影響が少ないほど有 
効なのです。多くの場合専門家の視野は狭 
すぎます。私が訪問した計測場所では（空 
港と気象観測所）、風速計はビルの屋上 
か、木のそばか、低まった場所でした。言 
葉を言い換えれば風速を測定するのに選定 
された場所は保護された場所か、乱気流に 
影響される場所か、両方に影響される場所 
です。この事実は、私の自宅の測定値は、 
空港の測定値とかけ離れた値であった証明 
となります。専門家の風速データーはその 
まま鵜呑みにすると、ひどい目に合われる 
事を（風力発電の為に）実証した例です。 
 
 

 
 
 
実用に変化させる 
 
と言う事は、気象局や空港発表値を無視せ 
よとおっしゃるのでしょうか？ いえいえ 
そうではありません。これらの平均風速値 
は我々の計算基準の開始点で地表の風速値 
として考えてください。風力発電機が置か 
れる上側では自然現象の摂理から 
0.5-1m/sec は多く吹いています。私たちの 
場所ではこの差は 1.4-1.7m/sec の差が生じ 
ていました。 
 
場所、地形、周りの状況、建物、木々、空 
港や気象局の風速計の設置の高さなど多く 
の要因を分析します。貴方の場所の特異性 
をこれらの条件と比較する事により気象局 
と貴方の場所の差を見出す事が出来ます。 
 
もし貴方がお近くの気象局を訪問し、どう 
いう原理でその風力計を設置されたのでし 
ょうか？と質問された場合、大抵の回答は 
“どのような設置基準があったのか解りま 
せん”と言うでしょう。だから貴方はその 
様な数値に惑わされない事です。 
 
補正値の考え方 
公共機関の発表する数値の応用のもう一つ 
の方法は補正の方法で貴方の場所の風速値 
を推察する方法です。彼らの数値、貴方の 
場所と彼らの場所の地形の差や同等性を研 
究する事により貴方のある高さの風速を予 
測できます。私たちがどのように行なった 
を説明します。 
 
測定場所は明確な場所で風速計の設置場所 
は地表 9 メーターの塔の上と仮定します。 
貴方は自分の目で確認し、環境は、風の邪 
魔をしない空き地と確認できました。事務 
局の発表は、過去 35 年の平均風速値は４ 
メーター/秒です。この値を貴方の場所に 
応用するにどうしますか？最初に行なう事

はその測定場所の環境が貴方の環境と似て

いるかを観察し、それから地表抵抗係数を 
図１から計算することです。 

 
 



 
 
 
 

地表抵抗係数 
地形の状況 係数 
平坦で、硬い土地、湖、海 0.10 
背丈の低い草や未耕作地 0.14 
僅かな木、足上までの草原 0.16 
垣根、背丈の高い穀物農地、僅かな木 0.20 
多くの木々、まばらな建物 0.22-0.24 
森、小さな村、郊外 0.28-0.30 
町、高層ビル 0.40 

図１ 
 
測定個所は平らな空き地でした。私の場所は田舎で、通常の農家の建物、木々があり、近く 
は森ですから、係数 0.24 を選びます。(ここでの説明は feet の図を利用していますので 
1Feet=0.3meter に換算してください。） 
 
 
 
 
 
 
図２： 
高さによりどれだけ風速が 
変化するかの係数図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
風力発電機を載せる鉄塔の高さは 100 フート〔30 メーター〕と計画しています。この高さ 
では付近 500 フイート四方での一番高いものより 30 フイート高くなります。ではこの条件 
で私の得られる風速予想値はいくらでしょうか？ 
 
図２の左端高さ欄中の 100feet を見ます。そして図 1 で得られた係数 0.24 の示す値は 1.355 
となります。公共機関が発表している数値 9 ﾏｲﾙ(4meter/sec)に 1.355 を掛けます。 



12 ﾏｲﾙ（5.4m/sec）を得ました。しかしこの数値は実測値での 13 ﾏｲﾙではないので 
すが発表の９マイルよりはるかに近づいた数値です。 
 
この方式が当てはまるのは測定場所は平坦な場所で、近くに木々や建物が無いのが条件で, 
もし色々な邪魔者がそばにある場合には補正値方法の精度は低下します。 
 
 
地域の特異現象 
風力が十分かどうかの判断基準の助けにな 
るのはその場所の草木を観察します。針葉 
樹、常緑樹などは風の影響を大いに受けて 
います。強風は木々の形をゆがめます。こ 
の木のゆがみは“旗めく”という現象で 
す。（旗がたなびく）。この影響を受けや 
すいのはある一定の高さ以上で孤立した一 
本の木に起こりやすい現象です。 
 
写真の木は松で一定方向からの風の痕跡を 
示しています。木の上側は太陽の光を求め 
て上に伸びるのですが、風により入力側は 
明らかに成長を妨げられています。下側で 
は両側とも水平方向に成長しています。こ 
の木のゆがみは一定方向からの絶え間の無 
い風で引き起こされる現象です。 
 
環境保全専門家はこれらの木の独特のゆが 
みを何十年に渡りその場所での平均風速の 
推定に役立てて来ました。（木々は嘘はつ 
けません）。環境保護関連の書籍を紐解け 
ば、以下のイラストのように木の変形の原 
因となる風速が紹介されているはずです。 
 
この表から風の量が解るのです。私の農場 
の松の変形は III の形であり、測定した風速 
と合致しました。針葉樹が見当たらなけれ 
ば落葉樹を探しなさい。明らかに風の影響 
を受けているはずです。一本で孤独に生え 
ている木を探すか、木々が点在している場 
所であれば、出来る限り外側の単一の木を 
見出す事です。平均的高さ以上の高さを持 
たない限り、小森の木々は風の平均化を受 
け、ゆがみが無く、参考になりません。 
木のゆがみはふんだんな風があると説明し 
ていますが、木のゆがみが見出せないか 
ら、風は不十分との結論も間違っていま 
す。私たちの知らない風と木の相互関係も 
存在しているはずです。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



 
 
反  省 
さて、ここで利用できる風力判断の基準点 
を見直すことにします。 
＊ 貴方の近隣の方の（特に故事） 
の風に関する経験を収集 
＊ 自然環境での風の引き起してい 
る現象を観察 
＊ 貴方の場所の風のトラブルの観 
察（吹き溜まり雪、土壌侵食、 
回転草の有無） 
＊ 飛行場や気象局の発表値（これ 
らの値を基礎として利用） 
＊ 補正値を取り入れ実際の風速を 
予想 
＊ 最終的には貴方の判断へ 
 
ここで再度申し添えたいのは風が少ない場 
合でも僅かな増加は％としては相当な風力 
の増加となる事実です。風速が高い場合そ 
れ以上の増加の率は低減します。以下の表 
は 0.44m/sec(=１マイル・ｈ)の風速の 
増加でも％としてどう増加しているかのカ 
ーブです。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
最低の有効風速は？ 
 
では受け入れられる最低の風速とは一体い 
くらなのでしょうか？実際の観察場所（気 
象局や空港）と貴方の設置場所の高さで、 
大いに値が変化しており、どの個所で数値 
が書き換えられても、誰もわかりません。 
売電をお考えの場合近所の測量データーで 
地表で最低 3.5m/sec 以上が鉄則で、発電機 
の実測値は最低 4.5m/sec は必要です。 
 
蓄電池充電用に風力発電をお考えの場合、 
測定場所が貴方の場所と全く同様で、その 
上地上測定での年間平均風速が 3m/sec であ 
れば活用は可能と思います。測定場所が何 
かに囲まれた場合でも平均風速は 2.6m/sec 
と思えますが、どんな場所でもこれ以下に 
なるはずは無く、この風速でも発電は可能 
です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
第二部：貴方の家の環境 
 
第一部で貴方の環境における風速の推定方 
法についてお話しました。それに基づき搭 
の上での風速の推定方法もお話しました。 
残された問題点は貴方の所有地のどの場所 
に設置すれば良いか？です。 
 
答えは簡単です。搭の設置場所は風が一番 
吹く場所！。貴方の所有地のある場所は確 
かに他の場所に比較して風の通りが多いの 
です。これからどのようにその場所を探す 
のかお話し、貴方の風資源の有効利用を実 
現しましょう。 
 
道具 
風力が一番効率よく得られる場所を探し出 
す事が自然エネルギー利用の効率が得られ 
る場所です。この実現には貴方の場所の以下

のような情報を収集する必要があります。 
 
・ 草木や建物の配置図 
・ 風の向き 
・ 蓄電池の場合の電圧設定値 
・ 地形や地上の粗さ情報 
これら情報から貴方の場所での有効資源利 
用可能量の一連の法則を組み立てる事が可 
能です。 
 
草木や建物 
各家庭の状況は変化しますが、例として私 
の農家を見本として使用します。図 1 は 
建物の配置と敷地内の草木の状況を示して 
います。各距離や高さに注目ください。数 
値は大まかです。方向と各建物類の距離に 
注目して下さい。 
 
私たちの場所は緩やかな丘陵で、開放され 
数エーカー（2―30 キロ平方）に渡り所 
どころの建物、垣根、木の茂み、植林の場 
所です。 
 
この環境は私の経験から決して田舎でなく 
大きな町の、端の、小さな町と同じです。 
 
 
 
 

 
 

 
 
搭の高さ 
私たちの絶対なる敵は乱気流です。それは 
我々のエネルギーを浪費するのみならず発 
電機に大いなるストレスと磨耗を与えま 
す。結論は可能な限り乱気流から逃げる事 
で、この話はもう一度取り上げます。 
 
次に大切な事は我々の発電機の位置は最低 
でも 152 平方メートル四方でどんな高いも 
のより 3 メーター以上高い場所です。発電 
機 1KW 以上の機種ではこの条件は絶対的 
な物です。例として、大型発電機を取り付 
けると仮定します。10KW 能力で羽根の直 
径は 7.3 メーターです。上記の建物の一番 
高いものはサイロでそこに羽根の半径を足 
しますと、そして上記のどんな高いものよ 
りの 3 メーターを追加しますと最低でも搭 
の高さは 26.5 メーターとなります。 
 
こんな半端な塔は販売されませんから 27 
メーターの塔が必要となります.20 メータ 
ーなどの塔は安くて入手簡単ですが、鉄則 
を守る事が肝要で、特に 10KW 等の大型の 
場合、この鉄則は守らなければならないの 
です。 
 
発電機は決まった、電圧も決定した、塔の 
高さも決定した。で、次に行なう事はどの 
場所に発電機を設置するかです。 
 
風の性質 
 
この意味は貴方の場所で風が季節ごとにど 



のように吹くかです。一年住まれればおの 
ずから回答は出るでしょう。引っ越された 
すぐならご近所の方にお聞きなさい。 
私の場所では、風はコンスタントに、秋、 
冬、春に吹きます。夏は雷が来るときに限 
れます。雷の嵐は時として 4―5 時間吹き 
荒れます。 
 
冬は北風、北西風が主流です。秋と春は南 
風、南西風です。夏の雷嵐はどこからくる 
かは決まっていませんが多くは西から吹き 
ます。この事実を表にしますと以下のよう 
になります。 
  

 
 
 
この場所で得られる風の最大の向きは納屋

側、西側からです。ここで得られる鉄則は吹

きつける風の向きで、風が上に駆け上がる場

所が最適といえます。 
 
しかし、風は西側以外に、北東、南東からも

吹きます。この場合塔や発電機の位置は他の

建物や木々の影響で、下向き風の場所に変化

します。この様な場合乱気流により悪影響が

大いに心配される点となります。 
 
この問題の解決には、移動可能な塔を作らな

ければなりませんが、誰もそんな事を行なっ

ていません。だから問題解決に完全な回答は

ないのです。実際風はどの方向からも吹いて

くるわけですから、最大値を考えるしか手は

ありません。一番風が利用できる利用条件で

建設する塔ですから、ある状況下で、効率低

下もありうると考えてください。これも鉄則

の一つとなります。 
 
電線による制限事項 
 

発電機の寸法と建物の高さが決定されたの

で、この場所での最低の塔の高さを簡単に決

定出来ます。発電機本体と制御器の距離を知

ることは、高圧電流の場合非常に大切です。 
風力発電の場合、必要な電線の距離は：塔か

ら制御器の場所、と、塔の高さ、に、同じ戻

る距離です。風力発電の場合電圧上昇は急速

になる場合が多く、高圧電圧システムの方が

有利となります。何故？ 
 
発電機の作る電圧はアンペアの倍数です。電

流と電圧が相関関係なのです。ある一定の電

圧が倍になった場合、電流は半分となります。 
 
張り巡らされた電線中の電力の損失は（線の

長さと直径による）電線の抵抗によるもので、

電線が運ぶアンペアの二乗と掛け合わしま

す。電線の太さを一定にし、電圧を倍にしま

すと、送電の距離は 4 倍となり、電圧ロスは

同じです。風力発電の場合高電圧の方が、低

電圧より操作しやすく、投資コストもメリッ

トがあります。これも鉄則の一つで電圧を上

げればそれだけ柔軟性に富みます。 
 
低電圧システムの問題点 
 
電圧が低いとどうなるか見直します。先ほど

の私の家屋での発電機の設置場所を納屋の

西側と決定しました。一方常識として家の傍

や木々の傍に設置する発電機は下流風で、乱

気流に巻き込まれます。この様な場所では出

力低下が大幅に発生します。 
 
仮の話ですが、例えば自宅に低電圧用の制御

器類が完備しており、高電圧に変更は考えら

れないとします。納屋の西側の設置場所から

私の自宅までの距離は 121 メーターです。塔

の高さを 27 メーターとします。合計約 150
メーター距離で 12V システムは動作不能で

す。 
 
どうする？ 
 
出来るのは設置の塔を自宅の傍に持ってく

ることです。家の傍 9 メーター以内にすれば

電線の延長距離を 45 メーターに抑える事が

出来ます。電圧低下は避けられたものの、設

置場所は乱気流の一番発生しやすい場所で

す。 



 
塔の設置は太陽パネルを適当に配置する状

況ではありません。十分に設計し、基礎工事

を含みます。セメント工事が無駄にならない

為にも正確に工事を行なう必要があります。

ですから設置せざるを得ない場所でも乱気

流が少ない場所を探さなければならないの

です。 
 
天才のお出まし 
 
さて、ここからがお楽しみです。貴方が必要

なのは天候測候用気球です。インターネット

かメールオーダーで購入できます（アメリカ

の場合）：子供の頃欲しいと思いませんでし

たか？今必要です）。無理なら広告宣伝会社

が持っています。へリームガス気球で、宣伝、

開店、等、空に上がる広告用気球です。大き

さは 1.8 メーターの全天候型です。 
 

 
 
気球セットを入手されたら、以下の注意事項

を厳守ください。決して行方不明にしない事

です。決して 1 人で行なわないで 2 人で行な

ってください。気球に先ず 30-37 メーターの

ナイロンロープをつないでください。これが

繋ぎロープとなります。塔を建てたい場所に

アンカーを打ち込みそこにロープを固定し

ます。次に 60 メーターのナイロンロープを

繋ぎ、これを標識ロープとします。貴方の補

助の方が繋ぎロープを気球をと共に上に上

げると同時に 1.2 メーターの吹流しを標識ロ

ープに、3 メーターごとに取り付けます。繋

ぎロープと吹流しや標識ロープがお互いに

絡まないように注意します。上に上がりきっ

た状態で標識ロープを放します。こうして風

の流れで気球が傾いても標識ラインロープ

は垂れ下がっています。 
 

多分貴方は、一体これは何の意味とお聞きに

なるでしょう。基本的にこの方法は乱気流が

どこで発生し、安定気流がどこから発生して

いるか知る為なのです。乱気流の真っ只中に

位置する吹流しはあらゆる方向に姿かたち

を変えます。乱気流を越えた吹流しは一定方

向に安定して流れます。高さを知るためには

この安定した流れの吹流し迄の数を数えま

す。これで最低の塔の高さがわかります。 
 
この実験を数日間、異なった風の方向の吹く

日で、異なった風速の日で行なってください。 
吹流しのロープの位置は風の流れにより変

化しますからそのたびに記録が必要です。使

用しない時は気球は地上に下ろし、紛失を防

止の事。もし貴方の場所が町の中であれば発

電の品質を上げる試験でも有り貴方の回り

の方にとっても有効な試験です。 
 
安定した気流はやはり高いところであり（そ

れだけ風速が高い）建物のある方向から吹い

た場合に起こる事に気づかれるはずです。乱

気流の起こらない場所に塔を建てたい訳で

すから、あらゆる風の吹く条件で常に安定し

た高さを知る必要がある訳です。この実験か

ら私が得た鉄則は：色々な建物のある場所で

は、風速が高ければそれだけ、乱気流が発生

します。その対策は？：風下であれば乱気流

を越えた安定したエリアまで塔の高さが必

要です。塔の意味でなく発電機の羽根の回転

場所です。 
 
高さの推測 
ここで全ての困難を克服したとします。それ

でも、傍の建物の 10 メーター以上の高さに

塔を設計しなければならない事が理解でき

ました。しかしその建物の高さは不明です。

お隣の建物の高さを自動的に知る方法は？ 
 
方法は影の長さを知るです。 



 
 
以下は図４の説明です。 
 
4 フートの長さの棒を地面に打ち込み 
その影の長さが 2 フイートであれば 
建物の影の長さが 14 フイートなら建物の高

さは 28 フイートなのです。 
 
でも雨の日にこの方法は無理です。 
その場合三角法を用います。 
 
例としてお隣の木の高さを知る必要がある

とします。12 インチ物差（30cm）が丁度手

にあります。木の傍から離れ、腕を指し伸ば

し物差を立ててさし伸ばします。目で見ると

木は物差の高さ以内に納まっています。この

状態で物差の中の木の高さを記録します。こ

の場合 10 インチでした（25cm）.同時に貴方

の目と物差の距離を記録します。（この場合

30 ｲﾝﾁ＝76cm でした、最後は貴方の立って

いた場所から測定した木迄の距離を測定し

ます。この場合 180 フイート〔54 メーター〕

でした。ここで木の高さＤを求める事が出来

ます。 
 

 
木の高さは60フイート(18メーター)でした。 
 
木、木、木、の話 
上記の説明での一本の木で無い状況をお話

します。話は森全体としましょう。今までの

説明での風の流れの測定をしたとします。 
森全体の高さを 60 フイート〔18 メーター〕

とします。この状況で発電機の高さは？ 
 
簡単な法則は森の高さの 30 フイート（10 メ

ーター）以上に塔を建てる事ですが、森の年、

木々の距離、特殊な木々の性質、等を知る必

要があります。 
 
何故？ ここで新しい法則を。 
木は伸びます。塔は伸びません。 
若し木々が かえでや トリネコ類なら木

の高さは十分に成長した事が解ります。これ

以上高くなりません。塔の高さを 90-100 フ

イート（27 ―30 メーター）にしても問題は

ありません。米松の場合今 18 メーターでも

何年か後には27メーター以上に成長します。 
この様に木の成長を予測する必要があるの

です。 
 
それから、もっと多くの木 
 
話をもっと複雑にします。貴方は地主でブナ

とポプラの原生林 10 エーカー（40,000m2）
=12,000 坪を所有しています。どちらかの若

木が既に 12 メーター迄成長しています。貴

方の家の高さは 5 メーターです。そしてこの

広大な土地の中央にあります。木々の囲みか

ら離れて 150 メーターの開墾地にあります。

とすると塔の高さは14メーターとなります。

これで正しいのでしょうか？ 
この場合事情が違います。貴方の場所は木々

から離れているのは確かですが、いる場所そ

のものは避難場所そのものです。風の考え方

からすれば、木々の上が地上レベルとなりま

す 14 メーターの高さの塔は実際には実際に

は地上 2.5 メーターと同じです。この場合の

最低の塔の高さは木々の高さ 12 メーターに

追加する事の塔の最低高さ法則 9メーターの

計 21 メーターとなります。 
 
この場所に出力 1KW の発電機設置したいと

しその羽根の直径を 3 メーターとします。こ

の高さでは 1.5 メーターの羽根で十分です。

この高さでは何の邪魔も周りに無く、風の方

向の変化は問題なくなります。 
 
木についての最後の話。塔の設置を木々の密

集した場所の真中に設置する事は薦められ

ません。先ず設置作業が困難で、塔に登る

人々の作業性に大いなる困難を与えます。

木々が塔にあたることも避けたいでしょう

し、反対に木のほうも傷がつかないことを期

待します。どちらにせよ木も塔も安全とはな

らないのです。 
 
 



 
木に対する意識 
高い木々に囲まれて生活している人々にと

っては塔の高さの話をすると、高い価格の為

に被害妄想に陥る場合が大いにあります。実

は正しいことなのです。しかし高い木々に囲

まれて生活されている方々にとってはどう

しようも無い事です。以下の図で説明します。 
 
もしある場所で、ある一定の風速で、回りの

木の高さが異なれば最低塔の高さはどうな

るかを説明した図です。 
 

この表から貴方は木を切り倒すでしょう

か？また貴方は高い木の場所は風力発電に

適しないと思われるでしょうか？ 
 
その様な話ではないのです。問題は最低の高

さの塔が最高の高さの塔へのコスト上昇で

あり塔はいずれにしろ必要なのです。 
 
低電圧システムの話 
 
この書類をお読みの多くの方は低電圧シス

テムをお持ちと予想します。その上多くの方

は高い木の傍にお住まいと想像します。今ま

での説明の中で電圧を上げるのが得策と説

明しました。システムのやり直しへの抵抗は

理解しますが、電圧を上げるのが一番価格的

メリットがあります。12Ｖシステムの場合発

電機の種類は数百ワットから最大 1.5KW 迄

です。電流の観点からこれ以上のこれ以上の

発電機は作れないのです。実際 12V 出力でこ

れ以上の大型機はありません。 
 
しかしながら低電圧システムにおいて長距

離配電の為に紛らわしい表現が使われます。

最近の発電機は永久磁石を使った発電機で

す。これらの発電原理は荒っぽいＡＣの三相

です。三相で送り込まれ蓄電池手前で整流器

でＤＣに変換されます。三相発電機の場合 3
本線が発電機から出され塔の下に伸びてい

ます。ＤＣ専用発電機の場合は 2 本の線が出

されています。 
 
三相のメリットは作られた電流は 3本に分岐

され輸送されますＤＣ発電機は一本でしか

送られない事になります。この様に 3 相は若

し距離が同等であれば細い線で事足りるこ

とになります。 
 
高電圧輸送 
低電圧方式のメリットのやり方の秘密は高

電圧発生の発電機を作ります。蓄電池手前で

電圧を落とすのです。3 相であればこの技術

は簡単なのです。トランスで整流器手前で電

圧を落とすのです。太い長い電線の価格より

トランスの価格は安いものです。 
 
しかしトランスの効率は 85%ですからパワ

ーロスは存在します。しかしコンデンサーを

追加して損失の低下をカバーする事も可能

です。15％損失は大げさかも知れません。し

かし設置する塔の費用がべらぼうに高い場

合にはそのほうが安価につきます。 
 
ＤＣのトランスはありません。しかしＬＣＢ

と称するリニア-カレント・ブウスター方式

がありステップダウントランスと同じ役目

を果たします。LCB は高速スイッチング装置

で蓄電池には電圧を落として送り込めます。

効率は 85%程度ですがトランスよりはるか

に高価な装置です。トランスにせよ LCB にせ

よ安い物ではないのですが、高価な電線の太

さを少なくする事は可能です。太い電線の価

格は相当なものです。ですから高圧のメリッ

トは遠く離れた場所の発電機の設置が可能

となります。あるユーザーでは 600 メーター

なれた理想的場所に発電機を据え付けてい

ます。 
 
 
静けさとの戦い 
私の家の高さがあるから､それを利用して発

電は出来ないの？の考え方があります。多く

の理由で決してこのことは考えないで下さ

い。屋根の構造そのものは塔を併用し、強風

に耐える設計には最初からなされていませ

ん。風の目的は地上に生えるものを壊す事が



目的です。 
次に、例え貴方の家の構造が塔を建てても丈

夫とした場合、（低い塔で済むとか、発電機

が軽量だとか）貴方の家に発電機を取り付け

られない他の理由があります。如何なる回転

する電気発生器は増幅音を発しており、人間

は触覚で振動として感知出来ます。この増幅

音（振動）は塔を伝わって下に降りてきます。 
どんな塔でも良いですから一度触ってくだ

さい。私の言う事が解るはずです。 
 
もし塔が建物に付属した場合、建物が共鳴し

ます。丁度ギターの胴体と同じです。振動は

長期に渡り破壊工事を続けます。それ以上に

音として響き渡ります。貴方の耳が聞こえず、

風が吹くときに、水平の物体が移動したり壁

から物が飛び跳ねたりしない事に気になさ

らない方には良い方法ではあるのですが。 
 
 

要点： 
以下の条件を実現できれば塔の設置は容易

になります。 
 
1. 乱気流を避ける 
2. 回りの広さ 160 メーター内でどんな物よ

り 9 メーター高い場所に発電機を設置 
3. 風の進入方向を確認しそれに向かって、

邪魔者がない向きに設置 
4. 塔の高さ、電圧、場所の最大公約数が最

適 
5. 高電圧を考えたほうが良い 
6. 地上の色々な建物の密集は突風の原因 
7. 風下でなければ立てられない場合、より

高くすることで補完されます。 
8. 木は成長します。塔はしません。 
9. 決して家に塔を建ててはなりません。 
 
 
これで貴方の土地の、どの場所に塔を建てれ

ばよいかご理解頂けたと存知ます。熟慮して

最高の場所を探してください。自然が与えて

くれる最大の贈り物を感謝できますよう

に！！ 
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